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２００５年１月１７日 
各   位 

近畿労働金庫 

「阪神・淡路大震災１０年事業」の取り組みについて 

 

２００５年で阪神・淡路大震災から１０年を迎えるにあたり、労働団体・事業団体が協働し、大震災

の教訓を風化させず、その教訓を礎に「未来へ生かす事業」を実施しております。 

近畿労働金庫では、この｢未来へ生かす事業｣に参画し、震災を振り返り、忘れず、その経験を生

かして地域の一員として未来に向かって安心・安全を継承していく取り組みを「震災１０年事業」とし

て、以下の内容にて展開しております。 

皆様のご理解・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

（１）「阪神・淡路大震災激甚災害特別融資」の金利優遇の期間延長 

１９９５年に取り扱いをいたしました「阪神・淡路大震災激甚災害特別融資」では、特別金利優

遇を実施し、１,０８７口座の融資を実行いたしました。 
当融資の金利優遇取扱期間は、ご融資から１０年限りとしておりましたが、このたび、優遇期間

の終了を迎えるにあたり、引き続きご利用者の利息負担を軽減させるため、金利優遇の取扱期間

を下記の通り、返済終了時までといたしました。 

 当初内容 延長後の内容 

金利優遇率 10年間に限り、労プラ（*）連動金利 
よりマイナス 1.0%の金利優遇 

返済終了時まで、労プラ（*）連動
金利よりマイナス 1.0％の金利優遇 

*労プラ…「労金プライムレート」は、皆さまからお預かりする財形預金などの利率を参考に、独自に設定しておりま
す〈ろうきん〉住宅ローンの基準金利です。 

 

（２）被災障害者支援を行なうＮＰＯ法人【ゆめ風基金】の「障害者市民 防災まちづくりアイデア・コ 

ンテスト」への協力（２００４年１１月～） 

障害者市民が日頃から地域住民の１人として暮らし、非常事態に遭遇しても脅かされることなく生活

できるためのアイデアを広く募集している「障害市民 防災まちづくりアイデア・コンテスト」に協力して

います。「なるほど、すごい！」というアイデアには助成金が贈呈されます。 

 

（３）「白いリボン運動」への協力の取り組み（２００５年１月～） 

「白いリボン運動」は、被災地神戸を中心とした近畿圏の主要な NPO 団体が幅広く連携し、
震災 10 年を契機として、地域再生やコミュニティの担い手である NPO団体を支援する募金運
動です。初年度は、新潟県中越地震、スマトラ島沖地震（インド洋大津波）の被災地支援活動を

行なう NPO団体等を中心に寄付されます。 
当金庫では、店頭での募金箱の設置、振込による一般募金の受付による協力取り組みを行

なっています。 
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（４）阪神北ＮＰＯハウス（社会的起業家インキュベーションセンター）開設への協力 

（２００５年１月～） 

近畿労働金庫、全労済、（特活）宝塚NPOセンターが中心となったコラボレーション・プロジェク
トで、都市部住宅地のオールドコミュニティに拠点を置く地域密着型の全国的にも珍しいタイプの

インキュベーション施設の開設を支援しています。 

（５）無担保住宅ローン（証書貸付）特別金利優遇の実施 

（２００５年１月１７日～２００５年１２月受付分まで） 

勤労者とその家族が安心して暮らせる住まいづくりの応援として、「無担保住宅ローン（証書貸

付）」を２００５年１２月３０日までの受付分について、特別金利優遇にて実施します。 
また、当制度の利用に応じて、近畿労働金庫から自然災害支援活動を進めるボランティア団体

やＮＰＯ団体等へ助成を行います。 

（６）神戸元町商店街 障害者作品展・作業所製品ワゴンセール 

  「もとまちハートミュージアム２００５」の開催協力（２００５年２月１７日～２２日） 

障害のある方や高齢者など、すべての人にやさしいまちづくりを目指して、神戸元町商店街・地

元 NPO・勤労者福祉団体の協働企画として開催します。期間中、個性豊かなアート作品や、温か

みのある作業所グッズなどが、神戸元町商店街を彩ります。 

 

【本件に関するお問合先】 

近畿労働金庫  
◆営業推進部 営業企画課 藤原（ふじわら） 
ＴＥＬ ０６－６９４２－１２０６ 
ＦＡＸ ０６－６９４６－７２３２ 
◆地域共生推進センター  八尾（やお） 
ＴＥＬ ０６－６９４２－１９０８ 
ＦＡＸ ０６－６９４１－６４３９ 

ホームページ  http://www.rokin.or.jp/ 
大阪市中央区森ノ宮中央１－１０－１４  

 

以  上 


